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   No study has been reported of the effects of Goshajinkigan on male infertility. 
   Thirty infertile male patients were orally given Goshajinkigan at a daily dose of 5.0 g for three 
months or more. 
   Sixteenof these patients showed significant improvement in sperm motility. Ten cases showed 
effective increase in sperm count. 
   Only one patients became pregnant during the period of administration of this drug. 
   Laboratory examination showed no significant change in serum LH, serum FSH or prostaglandin E
in seminal fluid. 
   These results suggest that administration of TSUMURA-Goshajinkigan is effective as therapy 
for male infertility, but how this drug may be involved in promoting fertility should be investigated in 
future. 















碩 究 方 法 お よ び 対 象
滋 賀 医 科 大 学病 院 泌 尿器 科 を受 診 した 男 性不 妊 症 例
中,不 妊 期 間 が2年 以 上 で,女 性 側 に不 妊 原因 の認 め
られ な い 夫婦 の うち,精 液 所 見 に て 精子 無 力 症,乏 精
子 症 を 呈 した 男性 不 妊 と診 断 され た30症例 を対 象 とし
た(Table1).
これ らの症 例 の 内訳 は精 液 所 見 に お い て,精 子 濃 度
40×106/m1以上 で あ るに もか か わ らず 精 子 運 動 率 が
40%以下 の精 子 無 力 症3例,精 子 濃 度40×106/m1以
下 の 乏 精 子症27例 で あ る.投 与方 法 は,牛 車 腎 気 丸
(本品5.09中,ジ オ ウ5.09,ゴ シ ツ3.09,サ ンシ
;==L3・09,サンヤ ク3.09,シ ャゼ ン シ3。09,タ ク
シ ャ3・09,ブ クリ ョ ウ3.09,ボ タ ン ピ3.09,ケ イ





















































































































































































































































































































































減 少=10%以 上 の 減少
精 子 数;著 効:1,000×104/ml以上 の増 加
有 効:500×104/ml以上,1,000×1041ml
未 満 の増 加
不 変:500×104/ml未満 の増 減
減 少:500×104/ml以上 の減 少
精液 検査 は5日 以 上 の 禁 欲 期 間後 に 施 行 し,投 与 前
は2回 以上 の測 定 値 の平 均値 を と り,投 与 後 は原 則 と
して3ヵ 月後 の検 査 値 を も って判 定 した.
な お,本 剤 の作 用 機 序 に つ い て は ほ とん どわ か って
い な い の で,投 与 前 後 に お け る血 清1、H,FSHの 測
定 を お こな い,ま た一 部 の症 例 で は 糟 液 中 のprosta-
glandinE(PGE)の測 定 も試 み た.PGEの 測 定 は
射精 後1～2時 間 後 の 精液 を800g/min10分闘 遠 心
後,精 漿 を 一20℃ に 凍結 し,北 里 バ イ オ ケ ミカル ・
ラボ ラ ト リーズ に よっ て お こ なわ れ た.な お,現 在 の









































































































































































作用機序については今後 あきらかに され る必要があ
る.
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